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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（令和５年度・第２回）議事概要 

 

日 時   令和５年（2023年）５月１０日（水）14：00～15：30 

 

場 所   宝塚市立中央公民館 ホール 

 

出席者  

＜まちづくり協議会＞ 

まちづくり協議会名 参加者名・役職 
参加方法 

対面 オンライン 

仁川まちづくり協議会 綿 昭人会長 ●  

宝塚市高司小学校区まちづくり協議会 川島 昭会長 ●  

宝塚市良元地区まちづくり協議会 平田 武二会長代行 ●  

宝塚市光明地域まちづくり協議会 前川原 修一会長 ●  

宝塚市末成小学校地域まちづくり協議会 加藤 富三会長 ●  

宝塚市西山まちづくり協議会 久保田 洋一会長 ●  

まちづくり協議会コミュニティ末広 豊田 茂男代表 ●  

宝塚第一小学校区まちづくり協議会 山本 敏晴会長 ●  

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 石谷 清明会長 ●  

宝塚市すみれガ丘小学校区まちづくり協議会 押条 雅英代表 ●  

宝塚小学校区まちづくり協議会 喜多 毅会長 ●  

売布小学校区まちづくり協議会 笹田 光治会長 ●  

小浜小学校区まちづくり協議会 藤本 真砂子会長 ●  

宝塚市美座地域まちづくり協議会 糸瀨 豊光代表 ●  

安倉地区まちづくり協議会 岡本 康夫会長 ●  

宝塚市長尾地区まちづくり協議会 阪上 良彦会長 ●  

中山台コミュニティ 松下 義弘会長 ●  

宝塚市山本山手地区まちづくり協議会 安達 みづほ代表 ●  

宝塚市長尾台小学校区まちづくり協議会 三島 基道会長 ●  

宝塚市西谷地区まちづくり協議会 二井 久和会長 ●  

＜その他＞  

 市民交流部 加藤部長 

 市民交流部きずなづくり室 浅井室長 

市民協働推進課 新城課長、岡田係長 他 

子ども家庭支援センター 北浦係長、西村職員 

宝塚ＮＰＯセンター 馬越氏 

宝塚市社会福祉協議会 前薗課長 

傍聴者 なし 
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議事概要（要旨）  

 

１ 「子育て支援グループ活動促進事業助成金」のご案内（子ども家庭支援センター） 

子ども家庭支援センターより、配布資料に基づき説明があった。 

 

２ 宝塚市まちづくり協議会代表者交流会（令和５年度・第１回）議事概要の確認 

  各まちづくり協議会代表者により、上記議事概要の確認が行われ、修正後、ホーム

ページへ公開することが承認された。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症5類移行後の代表者交流会運営方法について 

  市民協働推進課より、標記の案について、配布資料に基づいて説明があり、以下の

通り、質疑応答があったのち、承認された。 

ア オンライン参加を可とするという表現はどういうことか。参加方法について自

由度があるのか。 

イ （市）原則は対面参加とするが、やむを得ず対面参加ができないが、オンライ

ンであれば参加できるという人がオンライン参加できる環境を整えておくとい

うこと。ただ、オンラインで参加する際に、会場の様子が画面で分かりづらく

なる可能性があることについてはご了承願いたい。 

 

４ 令和５年度協働の取組推進担当次長の任命について 

  市民協働推進課より、配布資料に基づき上記について説明するとともに、新任の担

当次長については、6月以降最初の各まちづくり協議会の定例会へ出席し、挨拶に伺う

旨の説明があった。 

 

５ 令和５年度地域活動きずな研修の実施  

(1) 令和４年度アンケートの結果について 

市民協働推進課より、配布資料に基づき、アンケートの結果について報告があ

った。なお、個別の結果はまちづくり協議会ごとに配布している。 

(2) 令和５年度の研修内容 

市民協働推進課より、配布資料に基づき研修の概要、昨年度からの変更点につ

いて説明するとともに、地域と若手職員との顔合わせのため、6月以降最初の各ま

ちづくり協議会の定例会に若手職員が参加する旨及び、若手職員がまちづくり協

議会のどの会議・行事に参加させていただくか調整するため「令和5年度地域活動

きずな研修_若手職員参加調整表」を6月30日までに提出してほしい旨、依頼があ

った。意見の概要は以下の通り。 

ア 今回、参加の心構えが明文化されたのはいいことであると思う。研修生が地

域とかかわりの深い部署の職員であった場合、地域のデータ（地域の課題等）

を把握していれば、会議等に参加した際、話のネタとして持っていてもらえ

ればと思う。また、地域カルテも見ておいてほしい。 
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イ （市）研修生には、事前研修、ポータルサイト等で地域を知ってもらったう

えで研修に臨んでもらう。 

 

６ 地域ごとのまちづくり計画 

(1) 「推進シート」及び「対話シート」の状況報告 

市民協働推進課より、配布資料に基づき、実施状況の報告があった。 

小浜小学校区まちづくり協議会の推進シートが共有され、該当のまちづくり協議

会から報告があったのち、意見交換が行われた。 

ア 【小浜】昨年度、水害に対する防災訓練を実施したが、今年度も実施予定

である。なお、今年はコミュニティ美座と合同の実施を予定しており、代

表者と調整を進めている。避難所として、小浜小学校を早く開錠してほし

い、ということについて話が進んでいるが、校長先生が協力的で多目的室

（大）の鍵をまちづくり協議会に預けてもらえるようになった。 

イ 【宝塚第一】ハザードマップについて、1,000年に一度の大雨が降れば、中

州地域は11m沈むことが予測されている。100年、1,000年に一度の大雨が降

った場合にどうするかはまちづくり協議会だけの問題ではなく、市全体で

考える問題であると思う。1,000年に一度の大雨が降る確率が低いという前

提でやっていることについて、皆さんはどう考えるか。当地域内に2万2千

人がいる一方、宝塚第一小学校の体育館は660平米しかなく、避難所として

は不適格であると考えている。（市は）自宅避難してほしいと言うが。まち

づくり協議会のできることに限界がある。防災に関する皆さんの意見を聞

きたい。 

ウ 【売布】当まちづくり協議会では避難訓練に関しては、まずは自宅避難を

推奨している。自助、共助、公助で公助はあてにできない状況であると考

えている。当地域では、土砂災害（崖崩れ）と地震を主に想定しているが、

今、話にあった水害は特に垂直避難が大切になってくると考える。避難所

は収容人数が限られるため、なかなか難しい問題であると考えている。市

が全体として考えることも必要であるとは思うが、やはり地域の特性もあ

るため、当まちづくり協議会ではこうした（自宅避難推奨の）方向で考え

ている。 

エ 【末成】武庫川の両岸について、末成地域も1,000年に一度の大雨で3m～5

m浸水することが予測されているが、事前にどこに避難するか決めておきま

しょうと言っている。ただ、宝塚市は山に行けば土砂災害、川に行けば洪

水とどこに避難すればよいのか一つのまちづくり協議会だけでは対応が難

しい。マンションや高層ビルがあるところについては、まちづくり協議会

で調整できる部分があるとは思うが、使えない人がどこに行ったらよいの

かを単なるまち協だけとしてではなく、市全体として考える必要があると

思う。 
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オ （座長）市全体で考えるということについて、市民協働推進課はどうか。 

カ （市）今回のご意見を総合防災課に伝え、水害時の避難についての総合防

災課の考えを話す時間を確保できるよう、6月以降の代表者交流会で調整を

行うがどうか。 

キ （座長）議題の少ない月の代表者交流会で時間を確保することとする。 

ク （市）総合防災課と調整を行う。 

ケ 【末広】浸水については、末広小学校も浸水が予測されており、浸水する

地域内の3つのマンションと浸水時に避難させてもらう旨の協定を結んで

いる。各まち協でも同じようなことを考えても良いと思う。 

(2) （※再周知）「進捗管理の実施及び総会での報告」及び「仕組みに対するアンケ

ートご協力のお願い」について 

市民協働進課より、「令和４年度進捗確認シート」の総会での共有依頼及び「地

域ごとのまちづくり計画の「具体的な取り組み」を協働で推進するための「対話」

「進捗管理」の仕組みアンケート」の提出依頼（令和5年4月28日〆）について、

再周知があった。 

 

７ 地域活動の情報提供・意見交換 

   各まちづくり協議会より、地域活動の状況について、情報共有があった。 

ア 【宝塚第一】推進シートは時間がかかるため、当まち協は推進シートを提出

せず、何かあればブログに写真を掲載して、それを活用して市の各部と直接

対話している。ブログに掲載したが、先日、塩尾寺（えんぺいじ）の私有地が

崩れて、市道を半分塞いだ。日頃ハイカーが私有地の中を通りトイレも使さ

れている状況の中で、（対応を塩尾寺のみに任せるのは）ひどいのではないか、

と市の道路管理課に相談をし、道路管理課で対応してもらえることとなった。 

イ 【末成】新型コロナウイルス感染症に関して、科学的な根拠としては何ら変

わりなく、リスクがある一方で、政策的には5類に緩和された。一人一人の気

の緩みで感染拡大につながる可能性もあると思う。検温やマスク着用につい

て、皆さんはどうされるか。 

ウ 【光明】6月17日に光明小学校体育館でフェスティバルを実施予定。マスク着

用の推奨、消毒液の設置は行うこととした。基本的な感染対策はやっていく

方向で考えている。 

エ 【すみれ】昨年度はマスク着用のため盆踊りの時期を早めたが、今年度は例

年通り、7月頃の開催を予定している。 

 

８ 市民協働推進課からのお知らせ 

(1) （※再周知）令和５年度（2023年度）まちづくり協議会代表者の個人情報の提供

について（お願い） 

市民協働推進課より、標記の件について、再周知があった。 
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(2) （※再周知）令和５年度まちづくり協議会補助金の申請について 

市民協働推進課より、標記の件について、再周知があった。 

 

９ 宝塚ＮＰＯセンターからのお知らせ 

(1) まちづくり協議会ブログ 操作マニュアル（基本操作編）の更新について 

宝塚 NPOセンターより、標記について、説明があった。 

 

10 宝塚市社会福祉協議会からのお知らせ 

  以下(1)～(2)について、周知があった。 

(1) 子育て世代アンケート結果について 

(2) クールシェアスポットについて 

 

11 その他 

  特になし。 

 

12 今後の日程 

  市民協働推進課により、配布資料に基づき、令和5年度の開催予定について周知が

あった。 

以 上 


